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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第72期

第３四半期
連結累計期間

第73期
第３四半期
連結累計期間

第72期

会計期間
自　2018年４月１日
至　2018年12月31日

自　2019年４月１日
至　2019年12月31日

自　2018年４月１日
至　2019年３月31日

売上高 （千円） 18,036,453 18,289,285 24,152,955

経常利益 （千円） 1,468,344 1,824,588 1,928,473

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 716,222 1,278,633 924,895

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 611,832 1,224,195 853,024

純資産額 （千円） 18,440,549 19,473,912 18,639,552

総資産額 （千円） 25,407,609 26,640,010 25,656,452

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 87.22 158.37 113.06

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） 86.47 － －

自己資本比率 （％） 72.6 73.1 72.7

 

回次
第72期

第３四半期
連結会計期間

第73期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自　2018年10月１日
至　2018年12月31日

自　2019年10月１日
至　2019年12月31日

１株当たり四半期純利益 （円） 53.65 61.82

 

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．１株当たり四半期（当期）純利益の算定に当たり控除する自己株式には、役員向け株式交付信託が保有する当

社株式を含めております。

４．当第３四半期連結累計期間及び第72期の１株当たり四半期（当期）純利益の算定に当たり控除する自己株式に

は、従業員向け株式交付信託が保有する当社株式を含めております。

５．当第３四半期連結累計期間及び第72期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株

式が存在しないため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び子会社２社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　(1) 財政状態及び経営成績の状況

　当第３四半期連結累計期間における事業環境は、米中貿易摩擦による中国の景気後退をうけ中国向け輸出が弱含

む中で、製造業を中心に弱さが一段と増しているものの、政府による各種政策により、雇用・所得環境の改善が見

られ、景気は緩やかに回復しております。また、住宅市場におきましては、新設住宅着工戸数に関して、分譲一戸

建住宅は底堅く推移しているものの、持家、貸家は減少傾向にあり、全体としては力強さを欠いております。

　このような状況のなか、当社グループは、引き続きお客様への新たな価値の提供をめざした事業基盤づくりに取

り組んでまいりました。

　営業面においては、国内では、お客様のところに頻繁に足を運び、お客様のニーズを収集し、積極的に商品提案

を行っております。前期採用された住宅設備機器メーカー向けバス用、キッチン用のシングルレバー水栓や、キッ

チン用浄水カートリッジ内蔵型水栓等の新商品の販売が好調で、引き続き当期の売上を牽引しております。海外で

は、前期に中国大連に設置したショールームに現地のお客様を招待し、順調に受注しております。商品の品質、機

能をアピールしながらお客様との関係を強化し、新規受注につなげていきます。

　昨年取り壊した旧本社工場の跡地は、2020年５月末までに全商業施設が順次開業していく予定です。来期から

は、既存保有の名古屋金山のオフィスビルや、昨年取得した日本橋浜町のオフィスビルと合わせて安定的な不動産

収益を計上していく予定であります。

　当第３四半期連結累計期間における連結業績につきましては、売上高は、新商品の販売が順調に推移し、一部消

費税の駆け込み需要もあり、18,289百万円（前年同期比1.4％増）となりました。また、為替、原料価格変動を主

要因として、営業利益は1,703百万円（前年同期比24.5％増）、経常利益は1,824百万円（前年同期比24.3％増）と

なりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は、前期の利益引き下げ要因となりました旧本社工場の取壊し・

整地が終了したことから1,278百万円（前年同期比78.5％増）となりました。

　当社グループは、当期の通期業績予想を売上高24,500百万円、営業利益1,850百万円としており、これを通期の

経営目標としております。通期の経営目標に対する達成率は、売上高74.6％、営業利益92.1％となり、概ね順調に

推移しております。

　セグメント別の業績は以下の通りです。

　日本におきましては、売上高は、管工機材商ルートでは前年同期比0.9％減少しましたが、住宅設備機器メー

カールートでは、前述のように、前期に新規採用されましたキッチン用シングルレバー水栓やキッチン用浄水カー

トリッジ内蔵型水栓の販売が引き続き好調で前年同期比2.4％増加し、18,447百万円（前年同期比1.0％増）となり

ました。営業利益は、増収要因のほか、原材料価格の安定もあり1,821百万円（前年同期比17.1％増）となりまし

た。

　中国におきましては、売上高は、グループ間の取引高の減少により3,305百万円（前年同期比12.2％減）となり

ました。営業利益は、減収に伴い302百万円（前年同期比2.9％減）となりました。一方、中国国内の外部顧客への

売上高は、大連に設置したショールームを活用して商品説明会を開催するなど販売ルートとの関係強化に注力した

結果、208百万円（前年同期比25.1％増）となりました。

　フィリピンにおきましては、グループ間のみの売買取引となります。
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　(2) 財政状態の分析

　資産は、前連結会計年度末に比べ983百万円増加し、26,640百万円となりました。これは主に現金及び預金が631

百万円増加したことによります。

　負債は、前連結会計年度末に比べ149百万円増加し、7,166百万円となりました。これは主に未払法人税等が131

百万円増加したことによります。

　純資産は、前連結会計年度末に比べ834百万円増加し、19,473百万円となりました。この結果、自己資本比率は

73.1％（前連結会計年度末は72.7％）となりました。

 

　(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

　(4) 研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は244百万円であります。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 23,120,500

計 23,120,500

 

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2019年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（2020年２月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 8,347,078 8,347,078

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

権利内容に何ら限定
のない当社における
標準となる株式であ
り、単元株式数は100
株であります。

計 8,347,078 8,347,078 ― ―

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項ありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項ありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額

（千円）

資本準備金残
高（千円）

2019年10月１日～

2019年12月31日
― 8,347,078 ― 2,854,934 ― 3,023,334

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（2019年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

 

①【発行済株式】

    2019年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－
１（１）②発行済株式
の「内容」欄に記載の
とおりであります。普通株式 200

完全議決権株式（その他） 普通株式 8,335,100 83,351 同上

単元未満株式 普通株式 11,778 － －

発行済株式総数  8,347,078 － －

総株主の議決権  － 83,351 －

　（注）１．「完全議決権株式（その他）」及び「単元未満株式」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が、

それぞれ200株及び65株が含まれております。また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式

に係る議決権の数２個が含まれております。

　　　　２．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式７株が含まれております。

　　　　３．「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、役員向け株式交付信託が保有する当社株式238,000株

（議決権2,380個）、従業員向け株式交付信託が保有する当社株式29,800株（議決権298個）が含まれており

ます。なお、役員向け株式交付信託が保有する当該議決権の数2,380個は、議決権不行使となっておりま

す。

 

②【自己株式等】

    2019年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

（自己保有株式）

株式会社ＫＶＫ

岐阜県加茂郡富加町

高畑字稲荷641番地
200 － 200 0.00

計 － 200 － 200 0.00

　（注）１．2019年12月31日現在の当社保有の自己株式数は207株であります。

２．役員向け株式交付信託が保有する当社株式238,000株、従業員向け株式交付信託が保有する当社株式29,800

株は、上記自己株式には含まれておりません。

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

役職の異動

新役職名 旧役職名 氏名 異動年月日

取締役

生産本部長兼生産管理部長兼

ＫＰＳ推進室長兼本社工場長

取締役

生産本部長兼ＫＰＳ推進室長兼

本社工場長

杉山　正直 2019年８月１日
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2019年10月１日から

2019年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2019年４月１日から2019年12月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、監査法人アンビシャスによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,961,991 3,593,245

受取手形及び売掛金 ※１ 5,646,378 ※１ 5,829,939

電子記録債権 ※１ 3,444,112 ※１ 3,263,294

商品及び製品 747,011 916,918

仕掛品 800,749 777,197

原材料及び貯蔵品 1,268,145 1,100,227

その他 245,398 288,955

貸倒引当金 △2,700 △53,100

流動資産合計 15,111,088 15,716,678

固定資産   

有形固定資産   

機械装置及び運搬具（純額） 3,061,404 3,072,397

土地 1,525,935 1,793,808

その他（純額） 1,979,596 2,090,828

有形固定資産合計 6,566,936 6,957,034

無形固定資産 190,568 153,151

投資その他の資産   

投資有価証券 834,805 978,337

投資不動産 2,368,755 2,315,696

退職給付に係る資産 179,761 232,098

その他 404,536 287,012

投資その他の資産合計 3,787,859 3,813,145

固定資産合計 10,545,364 10,923,331

資産合計 25,656,452 26,640,010
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年12月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,625,119 1,711,709

電子記録債務 2,839,796 2,904,785

未払法人税等 85,045 216,333

環境対策引当金 35,000 －

その他 1,989,483 1,859,426

流動負債合計 6,574,444 6,692,253

固定負債   

退職給付に係る負債 81,252 77,031

役員株式給付引当金 229,466 255,668

従業員株式給付引当金 － 1,516

その他 131,736 139,628

固定負債合計 442,454 473,843

負債合計 7,016,899 7,166,097

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,854,934 2,854,934

資本剰余金 3,023,334 3,023,334

利益剰余金 13,304,798 14,174,433

自己株式 △439,275 △420,112

株主資本合計 18,743,791 19,632,589

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 59,528 91,476

為替換算調整勘定 △35,168 △126,926

退職給付に係る調整累計額 △128,599 △123,226

その他の包括利益累計額合計 △104,238 △158,676

純資産合計 18,639,552 19,473,912

負債純資産合計 25,656,452 26,640,010
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2018年４月１日
　至　2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年12月31日)

売上高 18,036,453 18,289,285

売上原価 13,271,802 13,111,497

売上総利益 4,764,650 5,177,788

販売費及び一般管理費 3,396,142 3,474,343

営業利益 1,368,508 1,703,444

営業外収益   

受取利息 7,431 7,519

受取配当金 9,434 8,690

投資不動産賃貸料 30,100 95,364

為替差益 18,716 31,126

作業屑売却益 18,878 9,214

貸倒引当金戻入額 1,503 －

その他 60,768 62,797

営業外収益合計 146,832 214,713

営業外費用   

売上割引 27,932 27,580

投資不動産賃貸費用 11,276 62,448

その他 7,786 3,540

営業外費用合計 46,996 93,569

経常利益 1,468,344 1,824,588

特別利益   

新株予約権戻入益 83,141 －

特別利益合計 83,141 －

特別損失   

固定資産売却損 1,038 2,054

固定資産除却損 18,564 2,999

投資有価証券売却損 1,662 －

ゴルフ会員権評価損 － 1,077

減損損失 294,209 －

役員株式給付引当金繰入額 229,466 －

特別損失合計 544,940 6,131

税金等調整前四半期純利益 1,006,544 1,818,456

法人税、住民税及び事業税 210,939 432,180

法人税等調整額 79,382 107,642

法人税等合計 290,322 539,822

四半期純利益 716,222 1,278,633

親会社株主に帰属する四半期純利益 716,222 1,278,633

 

EDINET提出書類

株式会社ＫＶＫ(E01434)

四半期報告書

10/17



【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2018年４月１日
　至　2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年12月31日)

四半期純利益 716,222 1,278,633

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △27,992 31,948

為替換算調整勘定 △93,038 △91,758

退職給付に係る調整額 16,640 5,372

その他の包括利益合計 △104,390 △54,437

四半期包括利益 611,832 1,224,195

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 611,832 1,224,195
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【注記事項】

（表示方法の変更）

（四半期連結損益計算書）

　投資不動産の賃貸料及び賃貸費用の表示方法は、従来、四半期連結損益計算書上、賃貸料を「営業外収益」の

「受取賃貸料」、賃貸費用を「営業外費用」の「その他」に含めて表示しておりましたが、投資不動産の金額的

重要性が増したため、前連結会計年度より投資不動産の賃貸料を「営業外収益」の「投資不動産賃貸料」、投資

不動産の賃貸費用を「営業外費用」の「投資不動産賃貸費用」として表示する方法に変更いたしました。

　この結果、前第３四半期連結累計期間の四半期連結損益計算書において、「営業外収益」の「受取賃貸料」に

表示していた41,360千円は、「投資不動産賃貸料」30,100千円、「その他」11,260千円として組み替えておりま

す。また、「営業外費用」の「その他」に表示していた19,063千円は、「投資不動産賃貸費用」11,276千円、

「その他」7,786千円として組み替えております。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税金等調整前当期純利益に対する税効

果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税金等調整前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算してお

ります。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※１　四半期連結会計期間末日満期手形等

　四半期連結会計期間末日満期手形等の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。な

お、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形等が四半

期連結会計期間末日残高に含まれております。

 
前連結会計年度

（2019年３月31日）
当第３四半期連結会計期間

（2019年12月31日）

受取手形 174,024千円 233,015千円

電子記録債権 30,898千円 27,682千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　　　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであ

ります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日
至　2018年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年12月31日）

減価償却費 　　　　　　　　617,051千円 　　　　　　　　634,378千円

 

EDINET提出書類

株式会社ＫＶＫ(E01434)

四半期報告書

12/17



（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2018年４月１日　至　2018年12月31日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年６月28日定

時株主総会
普通株式 183,415 22 2018年３月31日 2018年６月29日 利益剰余金

2018年10月31日

取締役会
普通株式 183,635 22 2018年９月30日 2018年12月５日 利益剰余金

（注）2018年10月31日取締役会決議による配当金の総額には、役員向け株式交付信託が保有する当社株式に対する配当金
5,500千円が含まれております。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年12月31日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月21日

定時株主総会
普通株式 225,368 27 2019年３月31日 2019年６月24日 利益剰余金

2019年10月31日

取締役会
普通株式 183,631 22 2019年９月30日 2019年12月５日 利益剰余金

（注）１．2019年６月21日定時株主総会決議による配当金の総額には、役員向け株式交付信託が保有する当社株式に対す

る配当金6,750千円及び従業員向け株式交付信託が保有する当社株式に対する配当金810千円が含まれておりま

す。

２．2019年６月21日定時株主総会決議による１株当たり配当額には、創業80周年記念配当５円を含んでおります。

３．2019年10月31日取締役会決議による配当金の総額には、役員向け株式交付信託が保有する当社株式に対する配

当金5,236千円及び従業員向け株式交付信託が保有する当社株式に対する配当金655千円が含まれております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社グループは、給水栓・給排水金具・継手及び配管部材の製造・加工・仕入れ及び販売を主事業とする専
門メーカーで、所在地別セグメント情報を報告セグメントとしております。

 
Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2018年４月１日　至　2018年12月31日）
１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント 調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２ 日本 中国 フィリピン 計

売上高       

外部顧客への売上高 17,869,692 166,761 － 18,036,453 － 18,036,453

セグメント間の内部
売上高又は振替高

402,550 3,596,858 270,649 4,270,057 △4,270,057 －

計 18,272,242 3,763,619 270,649 22,306,511 △4,270,057 18,036,453

セグメント利益 1,556,103 311,406 5,022 1,872,532 △504,023 1,368,508

（注）１.　セグメント利益調整額△504,023千円には、セグメント間取引消去30,645千円、各報告セグメン
トに配分していない全社費用△463,678千円、棚卸資産の調整額△70,991千円が含まれておりま
す。全社費用は、主に親会社本社の総務部門等管理部門に係る費用であります。

　　２.　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント 調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２ 日本 中国 フィリピン 計

売上高       

外部顧客への売上高 18,080,695 208,589 － 18,289,285 － 18,289,285

セグメント間の内部
売上高又は振替高

366,402 3,096,987 238,029 3,701,419 △3,701,419 －

計 18,447,098 3,305,577 238,029 21,990,705 △3,701,419 18,289,285

セグメント利益 1,821,573 302,461 8,792 2,132,828 △429,383 1,703,444

（注）１.　セグメント利益調整額△429,383千円には、セグメント間取引消去31,974千円、各報告セグメン
トに配分していない全社費用△473,973千円、棚卸資産の調整額12,616千円が含まれておりま
す。全社費用は、主に親会社本社の総務部門等管理部門に係る費用であります。

　　２.　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下

のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日
至　2018年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年12月31日）

（１）１株当たり四半期純利益 87円22銭 158円37銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 716,222 1,278,633

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純利益（千円）
716,222 1,278,633

普通株式の期中平均株式数（株） 8,211,104 8,073,387

（２）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 86円47銭 ―

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（千円）
― ―

普通株式増加数（株） 71,019 ―

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があった

ものの概要

― ―

（注）１．当第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため

記載しておりません。

２．１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定上、期中平均株式数の計算におい

て控除する自己株式数に、役員向け株式交付信託が保有する当社株式（前第３四半期連結累計期間132,727

株、当第３四半期連結累計期間243,649株）及び従業員向け株式交付信託が保有する当社株式（前第３四半期

連結累計期間－株、当第３四半期連結累計期間29,889株）を含めております。

 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

（中間配当）

　2019年10月31日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

　（イ）配当金の総額………………………………………183,631千円

　（ロ）１株当たりの金額…………………………………22円00銭

　（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………2019年12月５日

　（注）１．2019年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行っております。

２．配当金の総額には、役員向け株式交付信託が保有する当社株式に対する配当金5,236千円及び従業員向

け株式交付信託が保有する当社株式に対する配当金655千円が含まれております。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

 

2020年２月10日

株式会社ＫＶＫ

取締役会　御中

 

 

監査法人アンビシャス

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 吉田　実郎　　印

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 諏訪　直樹　　印

 

 

 
　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ＫＶＫ
の2019年４月１日から2020年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2019年10月１日から2019年12月31
日まで）及び第３四半期連結累計期間（2019年４月１日から2019年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわ
ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行っ
た。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する
結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し
て四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質
問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め
られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ＫＶＫ及び連結子会社の2019年12月31日現在の財政状態及び
同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点
において認められなかった。
 
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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